H23.7.5　新図書館整備課

１　新図書館等複合施設整備基本計画（案）について

　　　→　別冊（６月定例委員会資料）
２　地下埋設機械式駐車場について
（１）利用時に必要なカード等について
・車両が入庫可能かどうかの識別は、入庫時に各種センサーにより行われるので、事前

の確認は必要ない。
・入出庫に必要なカードは、一般的なゲート式駐車場で発行されている紙製の駐車券で
の対応が可能。
　（例：構内に入場する際にゲート等を設け発券し、その券で入出庫操作を行う。）
・また、図書館カードを駐車場用カードとして利用することも可能（別途システム構築
が必要）。
（２）津波･浸水対策について
・止水板や水圧対策等、特別仕様となるが、津波･浸水を想定した整備は可能。

　　　　　　例：入出庫ブースを頑強な構造とし、ブース入口には金庫の扉のような
止水板を設置する。
　　　　　　例：巨大水槽用のアクリル板の使用あるいは防水板の設置により、外か

ら庫内が見える教材としての活用も可能。

３　進入路関係について
（１）県道高知本山線(中の橋通り)の交通量調査について
　　　　→　別添資料１
（２）南進右折による進入(停車禁止ゾーンの設置、停止線位置の変更などの検討)

　　　　→　別添資料２
・北進車両や歩道の歩行者により進入できない場合、交通渋滞が予想される。

・北進が赤信号の場合には、停車禁止ゾーンと停止線位置の変更による効果が考えられるが、青信号の場合には北進車両を止めることはできず、右折待ちの車両による交通渋滞が予想される。

（３）南側に出入り口を設置することの検討
　　　　・南側出入り口は交差点近くになり、セットバックによる専用レーンの設置が困難。

　　　　・車両が歩道をまたぐ箇所が２つになり歩行者の安全性の確保が難しい。

（４）　警備員の配置　→　別添資料２
　（ア）出入り口　
　　　　・Ａ、Ｂ２カ所の出入り口に各１名、計２名を想定。（日曜日はＢ出入り口に２名を想定）

　　　　　　→　歩行者への対応、満車になった際の対応など

（イ）駐車場

・地下埋設機械式駐車場１名、ピロティ駐車場１名、計２名を想定。
　　→　各駐車場あるいは駐車位置への誘導、機械式駐車場の操作案内など
４　こども科学館について
　　＜ご意見＞
・展示は流動性のあるフレキシブルなものに。
・小さくてもできることがある、さらに工夫を。
・他県の人気展示を調査し、科学に興味を持ってもらうよう工夫を。
・欧米の一般的なチルドレンミュージアムを参考に。

・県内の子どもだけでなく、県外から観光客を呼べるような施設に。

・開館時には、子どもの情報リテラシーも今とは変わっている。国の方針等を参考に

どれくらいのレベルを対象にするか見通して検討を。
　　＜対応＞

　　　　・こども科学館については、新図書館等複合施設の建築の基本設計とは別に、展示の基
本設計を業者委託することを考えており、その基本設計を進めていく中で様々な工夫
やアイデアを考えていきたい。

　　　　・情報リテラシーについては、基本計画(案)の「新図書館において実施するサービス及び
業務」の中に新たに項目として追加。こども科学館とも連携を図りながら情報リテラ
シーの向上を図っていくこととしている。

（「新図書館等複合施設整備基本計画(案)」Ｐ10、11に記載）
５　基本計画(案)の修正（基本構想の表現に合わせた見直し）について
　　　→　別添資料３
６　今後のスケジュール等について

　（１）基本設計委託業務

　　　＜７月＞

　　　　　中旬頃：公募開始（プロポーザル方式）
　　　　　　　　　新図書館等複合施設基本設計(建築)、こども科学館基本設計(展示)

　　　＜８月＞

上旬頃：参加申込書提出期限
　　　　　中旬頃：一次審査（書類審査）

　　　　　下旬頃：企画提案書提出期限
　　　＜９月＞

上旬頃：二次審査（審査委員会）

　　　　　下旬頃：契約締結

（２）Ｈ２４年度以降
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